
区分：人文・社会科学 
 

 

授業科目名 言語と芸術（色と創造） 
学期 曜日 校時 

英  語  名 Language and Art （ Color ＆ Expression ） 

担 当 
教 官 名 井 川 惺 亮 単位数 ２単位 必修 

選択 選 択 後期 水曜日 Ⅱ校時 

授  業  の  ね  ら  い  ・  内  容  ・  方  法 
 美は、日常どこにでも存在している。学窓から見える岩屋の山も光り輝く光を日々刻々と放ち、特に夕
陽は誰でもが感動する。このような感動を表現したものが芸術作品となる。かつては、芸術作品を創って
いたのが芸術家であったが、最近では、ごく普通の方々が芸術表現に参加するようになってきた。 
そうです！誰もが芸術家に成り得るのです。そこで、本講義は、私たちを取り巻く環境と色を、特に取り
上げて芸術する心を楽しみましょう。 

テ  キ  ス  ト  、  教  材  等 

教科書は特になし。尚、準備する道具は、スケッチブック（Ｆ６）、トーナルカラー（４８色）、ハサミ、
のり、ノート、筆記道具等。 
 

対  象  学  生 成  績  評  価  の  方  法 教  官  研  究  室 

全 学 部 
出席と日頃の態度重視・感想文・レポート等 
 
 

 

授    業    計    画 
 
第1 回 色について考えて見よう。 
第2 回 色日記を作成（私たちを取り巻く色を探そう）しよう。 
第3 回┐好きな色、形は？色日記からデザインをしてみよう。 
第4 回┘ 
第5 回 Ｆ６の画用紙に、色日記と好きな形を基にデッサンしよう。 
第6 回┐以上のデッサンの上にトーナルカラーを貼って行く。特にマチエールとコラージュについて  

   も表現を高めよう。 
第7 回┘ 
第8 回 仕上げ 
第9 回 皆で鑑賞しよう。 
第10 回 芸術家についてのスライド上映 
第11 回┐ 
第12 回│折り紙によるデザインについて。 
第13 回┘ 
第14 回 発表会及び鑑賞会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


